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できることが理解を促進すると考えられているた
め，小学校で多用されていると思われるが，少な
くとも調査の結果は，それを裏づけるものとはな
らなかった。調査Ⅰの結果からは，数直線自体を
理解していない可能性も考えられる。

調 査 Ⅱ
　目的　調査Ⅱでは数直線自体の理解を調べるこ
と，また数直線の理解と割合の問題解決の関係を
明らかにすることを目的とする。
方法　調査Ⅰと重複しない同一大学･学部の学

生35名に先の３問を課した。その際，まずFigure
１に示すような数直線の括弧内に適切な数値を記
入した後，式と答を記すよう指示した。

　結果と考察　数直線の成否と立式の正誤（３つ
の括弧内に正しい数値を記入できたか否か）の関
係をTable２に示す。

　いずれの問題でも数直線上に適切な数値を記入
できた者は，６割程度に留まった。また，問題1
と問題２では数直線上に適切な数値を記入できた
者の方が，正しく立式できる割合は高かったが，
数直線上に正しい数値を入れることができなかっ
た者でも正しく立式できている者が少なくなく，
問題事態を数直線のような形で把握できること
が，正しく立式できることの必要条件ではないこ
とが分かる。
先に述べたように一般的に小学校では数直線を

用いての割合の指導が行われているが，本結果は
児童の中には数直線自体の理解が不十分な者も少
なくないことを示唆する。また，正しい立式を行
うことができるにも拘わらず，問題事態を数直線
に表せないような者の問題解決に至るまでの認知
過程を明らかにすることが今後の課題となる。

割合に関する問題解決の困難さ
―数直線の把握の観点から―
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問題と目的
小学校５年生の学習内容である割合は，児童に

とって難しいことがしばしば指摘される。しか
し，予備的調査では大学生にとってもその理解が
不十分であることを示す結果が得られた。本研究
では，大学生の割合の問題解決の実態を明らかに
するとともに，小学校で割合の指導する際に用い
られる数直線が割合の問題解決に有効に機能する
か否かを明らかにすることを目的とする。

調 査 Ⅰ
　方法　入試に際して数学を課していない私立
文系の大学生69名に２種の異なる問題用紙をラ
ンダムに配布し，２群（有群38名・無群31名）を
構成した。問題は２群に共通の以下の３問であっ
た。解答に際しては，式と答を記すように教示し
た。なお，問題１～問題３はそれぞれ第一用法～
第三用法の問題である。
　１．30cmの竹がある。そのうちの18cm切り
取った。切り取った長さは最初の竹の長さの何倍
か。
　２．あるクラス全体の人数は40人で，男子は全
体の0.6倍だ。男子は何人か。
　３．友人にキャンディを15個あげた。あげた
キャンディの数ははじめに持っていたキャンディ
の0.6倍だ。はじめに持っていた数はいくつか。
　両群の違いは有群では問題に当該の問題事態を
表す数直線が記載されていたが，無群では問題文
のみが記載されていた。
　結果と考察　解答の正誤の判断は，本研究の趣
旨に照らして式の正誤とした。両群の正答率を
Table１に示す。

　いずれの問題においても有群と無群の間の正答
率に大きな差はなかった。また，第二用法の問題
が最も正答率が高く，第三用法の問題が最も低い
という従来報告されている小学生の結果が大学生
においても該当することが確認されるとともに，
問題３（第三用法）においては，適切な立式がで
きた者が半数に留まったことは小学校の学習内容
であることを考慮すると注目に値する。
数直線は実際の量と割合の関係を視覚的に明示


